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あの日テルアビブのアパートで起きたこと 
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9月上旬刊行 2300円＋税 
 

 

 

ナンニ・モレッティ監督作品 

映画  

第74回カンヌ国際映画祭 

コンペティション部門正式上映 

の原作 
映画公開日：9 /16～ 

 

 

 

四六判・並製 
ISBN 978-4-909542-42-7 C0097 

舞台はイスラエル、どこにでもある普通の家庭の話なのだが…小
気味良いテンポで、サスペンス映画のように物語は進行する。そ
れにしても、あの日あの場所で何が起きたのか？ 

そして感動のクライマックスへ！ 

現代イスラエル文学の金字塔 

［著者］ 

エシュコル・ネヴォ Eshkol Nevo 

1971年イェルサレム生まれ。 
長編、短編、ノンフィクションを手掛ける。小
説“Homesick（”2004）がフランスの  レ
イモンド・バリエ賞を受賞するなど、 多
くの著作が英語や 
ヨーロッパ数カ国語に翻訳され、
国内にとどまらず世界各国で  
高い評価を得ている。 

イスラエル、日本人には馴染みの薄い国である。本著の舞台であるテルアビブ郊外のアパートで、人々がどんな毎日を過ご

しているのか？ 結論から言うと、彼らの生活は我々とほとんど変わらない……ように見える。子育て世代は子どもの保育園や

習い事の送迎をし、ワンオペ育児で母親は消耗し、高齢世代は生活のために仕事をやめられず、たまに来る孫をかわいが

る。しかし、家の玄関が当たり前のように特殊合金の仕様になっていたり、世間話にロケット弾の語彙がさりげなく盛り込

まれるなど、やはり彼の地は交戦国なのだと気づかされる。（訳者あとがきより） 

⦿ 取次店搬入予定 8月26日木以降随時 
⦿ FAX 

03-6453-4406 
◉ 注文扱（返条付）で出荷します。見計らいも歓迎です。新刊の自動送品はございません。 

◉ 日販・トーハン・楽天BN・八木書店・中央社・日教販ほか、すべての取次番線でご注文いただけます。 

◉ 返品はいつでも承ります。承諾書の了解者欄に「柴田（八木書店扱）」と記していただくか、依頼書（承諾書）をFAXしてください。 

貴店印 
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三 階 
あの日テルアビブのアパートで起きたこと 

ISBN  978-4-909542-42-7 定価：本体2,300円+税 

   ※取扱いの取次業者から搬入致します 

返品可 

mailto:info@gssinc.jp

